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7月 12日参観日・ネットモラル講演会・PTA懇親運動 

７月１２日の参観日にあわせて、南澤信之先生によるネッ

トモラル講演会を行いました。 

「ネット ここが心配 ～保護者として身近な大人として知

っておきたいこと～」と題して、ネットトラブル、オンラインゲ

ーム、利用時間等についてお話をいただきました。 

 つくし組、たんぽぽ組のみなさんが大事

に育てた花の苗や、手作りのほうきなどの

販売もありました。 

午後は PTA 懇親運動の

学年対抗トリムバレーがあり

ました。どのチームも白熱し

た試合で、体育館は大人の

熱気でムンムンしていました。

見事優勝したのは 5 年生チ

ーム！ 

 

 

8月 28日 ハピスマタイム 

「ハピスマタイム」とは、心身の健康の保持増進を目的として、朝の活動の時間に体育館で月に一回程度実施し

ています。活動を通してみんなが心も体も健康になり、笑顔で暮らせるようにと、健康委員会の皆さんが「ハッピ

ー」と「スマイル」を組み合わせて、「ハピスマタイム」と命名しました。 

８月２８日のハピスマタイムは、「防災の日」にちなんで、「防災ミニ運動会」。地震のとき頭部を保護するため、体

を丸めて手で頭を覆うダンゴムシのポーズや、机の下に隠れるサルのポーズをして５秒間静止。 

 フラフープをくぐり、障害物を乗り越え、ブルーシートの下を這って進んだ後は、支援物資に見立てた牛乳パック

を校長先生に届けて、ゴール！ 

ブルーシートの下をほふく前進するのに、苦労している子が多くいました。 

防災について楽しく学ぶ機会となりました。 

 ←詳細は学校HPで

ご覧ください 



9月 1日 防災の日 

いつもは担任の先生

が先頭に立って子ども

たちを避難誘導してい

る避難訓練ですが、担

任は地震の影響でけが

をした児童の対応をし

ているという想定で、そ

のほかの子どもたちは

自分たちで考えて避難

しなければなりません。担任がいなくても、自分たちで並んで静かに避難できていました。 

校長先生からは次のような話がありました。 

日本は地震が多い国。人がなくなるような大きな地震が、１００年以内

に１００回以上起きています。命を守るために次のことが大事です。 

①訓練をしておくこと（いざという時に体が動けるように繰り返し訓練

する） 

➁備えておくこと（防災グッズは家の中のどこにあるかしっています

か？） 

③危険を知っておくこと（防災マップなどで家の近くの危険個所を調べ

ておくなど） 

この日は「防災給食」ということで、ビニール袋を使ってセルフおにぎり

を作って食べました。災害時、食器がない、手が洗えない、など

いつもと違う状況が想定されます。自分でビニール袋の上か

ら、ぎゅっぎゅっと握っておにぎりを作りました。 

２年に一度実施している、保小合同引渡訓練もありました。

外は 30℃を超える暑さ、体育館の中もとても暑く、園児さん

達には厳しい環境でしたが、保護者の皆様のご協力のお陰で、

無事引き渡しが終わりました。ありがとうございました。 

９月８日～12日 給食週間 

給食集会では、健康委員会

のみなさんによる食べ物○×ク

イズや、食事戦隊マナーレンジ

ャーの紹介がありました。 

期間中は毎日の給食の中か

ら、一番楽しみなメニューにシ

ールを貼って投票。お昼の放送

でランキングが発表されました。

「世界の美味しいお料理めぐり」

ということで、パエリア、シュク

メルリ、ピタパン、杏仁豆腐、ガオパオライスなど、毎日珍しいお料理

があり、子ども達も先生達もわくわく。 

全校児童が書いた給食の先生へのメッセージを、玄関前の黒板

に掲示しました。「まつかぜやきがでると、苦手な算数もがんばれま

す」「切り干し大根、おいしすぎていつもおかわりしちゃいます」「毎

日おいしい給食を作ってくれてありがとうございます」など、心のこ

もったメッセージがたくさん。  

そして、マナーレンジャーが各教室を訪問。「しせいレッド」や「もつ

イエロー」などに見つめられ、思わず自分のマナーを直す姿もありま

した。きれいに片づけをして「パーフェクトレインボー」に褒めてもら

い、嬉しそうなお友だちもいました。 


